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Ⅰ.キャタラー会社概要
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研究開発
(ARK)

所在地(本社) ： 静岡県掛川市千浜7800番地
所在地(ＡＲＫ) ： 静岡県磐田市下野部1905番地10号
設立 ： 1967年5月
資本金 ： 5億5,120万円
主要株主 ： トヨタ自動車株式会社 57％ アイシンG他43％
売上 ： 総売上(’21年3月期)2,789億円■触媒：2,710億円■その他：79億円
従業員 ： 単独1,084人，連結2,486人 （2021年3月）

本社

●グローバルネットワーク●国内拠点
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Ⅰ.製品紹介

環境問題を解決する新しい環境技術を開発し
世界のお客様に提供している会社です

自動車用
排ｶﾞｽ触媒

2輪車用
排ｶﾞｽ触媒

マリン用
排ｶﾞｽ触媒

燃料電池
電極触媒 世界トップレベルの技術
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Ⅰ.触媒技術紹介

ｺｱ技術のうち貴金属ﾅﾉ加工技術,材料技術
を用い高性能触媒の量産化を実現
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次世代技術としてFCEV用燃料電池電極触媒を
開発※・量産し、水素社会実現に貢献

※トヨタ自動車様と共同開発

※

6

2021年
超モノづくり部品大賞

“大賞”受賞

YouTube 「キャタラー*超モノづくり部品大賞」
https://www.youtube.com/watch?v=kh-Yu6FBhSU

Ⅰ.FCEV用電極触媒を開発・量産
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Ⅰ.燃料電池電極触媒の特長

ﾅﾉｻｲｽﾞの貴金属をｶｰﾎﾞﾝ内部に配置し、
性能向上と貴金属低減を達成

貴金属低減

従来品 開発品

プラチナ使用量の低減によりコストダウンを達成

コスト

従来品 開発品

電圧

性能向上

発電圧が大幅に向上
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従来品
～ﾗﾝﾀﾞﾑ配置～

開発品
～細孔内選択担持～

カーボン表面の貴金属粒子

カーボン内部の貴金属粒子

3D-TEM

＜3D-TEM観察結果＞

カーボン
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Ⅱ.生産技術動向

生産能力

普及期 拡大期

コ
ス
ト

コスト、生産性を両立する生産技術課題に取組み

2014年

市場投入
・固有技術確立

202x年

2020年

安全、品質、生産性
・設備リプレース
・設備応用力アップ
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効率化、脱CO2
・新工法、新設備開発
・自動化、省人化
・DX、IoT、AIの活用
・省エネ技術活用
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Ⅱ.当社生産技術課題への取り組み

項目 課題 対応

安全 危険物取扱 発火、粉塵爆発防止

品質

異物混入防止 環境管理、異物除去

貴金属粒子径制御
粒径制御
固溶度制御

生産性 スケールアップ品質 実証機のリプレース

3つの生産技術課題の取り組みについてご紹介
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Ⅱ.電極触媒の製造方法＿事例 特許No.6635976号

分散 Pt担持 濾過洗浄 乾燥

分散 Co担持 濾過洗浄

熱処理

カーボン

Pt薬液純水

電極触媒
性能：
PtCo合金化制御のため
2段階担持を採用

Co薬液純水

乾燥

Pt担持

Co担持

粒径、固溶度を制御

分散したカーボンへPtを均一に担持

安全

生産性

性能

安全

安全

品質

品質

分散したPt近傍へCoを担持生産性

10
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・小ガス炎着火試験：危険物第2類
・発火点 ：125℃
・爆発下限界濃度 ：60g/ml
・限界酸素濃度 ：8%

Ⅱ.事例紹介① 安全・・・発火,粉塵爆発防止

発火、粉塵爆発条件が揃わない製造プロセスで安全確保

酸化→発熱

燃料電池電極触媒は危険物第2類として取り扱い

ｶｰﾎﾞﾝ：可燃物

WET化
（発塵防止、酸素との接触抑制）

分散、担持 濾過洗浄

＜工程内でのハンドリング＞

乾燥、熱処理

発火点以下での低温乾燥
不活性ガス中での処理

粉末 スラリー WETケーキ 製品

11
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各工程の異物低減活動シート

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

Pt担持 雑巾など4S道具から切れ端発生 ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ用雑巾設置 完了

ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ用ﾓｯﾌﾟ設置 完了

電源ﾀｯﾌﾟから埃混入 電源タップ制御盤裏へ 移動完了 ｺﾝｾﾝﾄｷｬｯﾌﾟ設置

ろ過器 布のかけ方基準が統一されていない 通路側（見える側）を明確化 教育完了 ﾏｼﾞｯｸﾃｰﾌﾟで固定

乾燥 大きな異物が粗粉砕で混入 空気清浄機１機設置 完了 空気清浄機　設置

Ptﾒﾀﾙ化,合金化 ｶｰﾎﾞﾝ容器の角から割れｶｹ 従来容器面取り修理 修理完 使用毎に割れｶｹ確認

新規容器発注 試作完 使用毎に割れｶｹ確認

ｶｰﾎﾞﾝ容器設置ﾄﾚｲの
角でｶｰﾎﾞﾝ容器ｶｹ

設計見直し検討
トレイ試作品
納入完

ﾎｲｽﾄﾁｪｰﾝからの異物 撤去 撤去完

作業前 ﾍﾟﾀﾍﾟﾀﾏｯﾄ不十分で埃
交換頻度；１回/日以上と明記
通過時は足踏みルール化

完了
交換頻度の
見直し
/適正化

ｴｱｼｬﾜｰ不十分で埃
２０秒/回・３周以上・キャップ・
足まで浴びるルール遵守

完了
作業要領書に
落とし込む

ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ 分岐部からの異物
純水排出口に家庭用簡易
フィルター検討

簡易ﾌｨﾙﾀｰ
設置完

調査 定点観測 作業の大気中からの異物混入 現状把握 1次調査完

Pt担持 ｴﾝﾋﾞﾈｼﾞ割れｶｹ混入 作業要領書改訂 教育完了、要領書 使用前後目視確認

投入用ｴﾝﾋﾞ管先端部割れｶｹ,付着物 透明なパイプで装置横に置場を設置 教育完了、要領書 使用前後目視確認

ろ過器 ｴﾝﾋﾞﾈｼﾞ割れｶｹ混入 作業要領書改訂　標準を織り込む 教育完了、要領書 使用前後目視確認

白布ｶﾊﾞｰから埃
表裏をスタンプで「表」表示
カバーは、無塵衣と同じ素材の為、
青・白色を検討。定期的に洗濯

完了
ﾏｼﾞｯｸﾃｰﾌﾟ側が裏
定期的洗濯(1回/月)

乾燥 乾燥機の吸気部から埃
作業要領書改訂　モップ・目視確認
orペタペタマット等を下に敷けば
埃を吸着し、吸引しないかなど検討

要領書修正 使用前確認

大きな異物が粗粉砕で混入 空気清浄機１機設置 完了 空気清浄機　設置

ﾀﾞｸﾄ内からｺﾞﾐ混入 定期的に4S実施 完了 長期連休時実施

ｶｰﾎﾞﾝ容器の出し入れでｶｹ
作業要領書改訂
さやに入れる順番を明文化
下から順設置。

完了 上から順に設置

ｲﾝｺﾈﾙのｻﾋﾞ 教育 保護具の徹底　 完了

調査 梱包 ボトル内の見えない異物
ボトル納入時確認し、
異物発見時はメーカー/納入先に
連絡し対策要求。

要領書作成完 目視確認

スケジュール
種別 区分 工程 No 懸念されるリスク 対策 備考 進捗 維持管理

発生
防止

混入
防止

流出
防止

原料

工程

環境

工程

関係者外秘

PROTECTED

関係者外秘

PROTECTED

見積もり

見積もり

修理

製作完

撤去

・発注

・発注 ・納入

検討

検討、教育、表示

見積もり 検討

検討、設定変更

教育

検討

教育 完

教育完

1次対策
まとめ

検討
1次対策
まとめ

完

要領書修正完

完

ダクトに
最終点検日明記

1次対策
まとめ

株式会社　キャタラー　第5研究開発部　第1試験課
2014/5/21

現状把握

まとめ

1次対策
まとめ定点観測調査

検証

完

・納入
検証 再検討

要領書修正中

準備

要領書作成

完

既存ﾓｯﾌﾟ
ｴﾘｱ専用化

完

完

完
発注中

完

異物成分調査

準備
完

完

完

完

目標：異物ゼロ（目視検査）

2013年 2014年

要領書修正中

要領書修正中

Ⅱ.事例紹介② 異物混入防止 環境管理、異物除去

異物を予め特定、環境管理とﾌﾟﾛｾｽで除去し品質確保

＜異物FMEA＞：未然防止＜異物ﾏｯﾌﾟ＞：現状把握

設備A

設備B

設備C

捕集した異物を
FE-SEMで分析
⇒ 発生場所を

特定、対策

環境管理・・・ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ、無塵衣、
異物源持込禁止
設備、機器材料選定

発生防止

・排水特性の管理より溶出される異物を監視
・異物除去処理工程

流出防止

FC触媒量産工程の環境管理に反映

・客先要求
・ラボ試作の過去トラ
・他製品の知見
・・・・・
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Ⅱ.事例紹介③ 貴金属粒子制御

・0.1nmﾚﾍﾞﾙで
貴金属粒径を制御
・PtとCoの固溶度
(合金化状態)を制御

熱処理炉

制御ポイント
①炉内の均熱性
②保持温度公差
③炉内酸素濃度

PtCo合金

均一担持で
反応効率向上

T1

T2

T3

不活性ガス充填

物
温
（
℃
）

PtCo粒径(nm）

制御温度

良品範囲

ﾅﾉｻｲｽﾞの粒子径制御を高精度な工程管理で実現し品質確保

13
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ｺﾝｾﾌﾟﾄ 実証 量産

Ⅱ.事例紹介④ 生産性 スケールアップ

開発と生技が一体となり良品廉価条件を早期に明確化
生準期間を短縮し低ｺｽﾄ化・大量生産を実現

機能追加
システム設計

次工程
（ろ過洗浄設備）

開発 生技

14

設備知見

ラボの
良品条件

開発

生技

高精度投入

工程間搬送ｼｽﾃﾑ

ﾗﾎﾞ

小規模量産設備 ｽｹｰﾙｱｯﾌﾟ設備 量産工程
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・低ｺｽﾄ設備
・量産実証
・保管量

Ⅲ.水素社会拡大に向けた期待 ①供給

生産能力

普及期 拡大期

コ
ス
ト

低ｺｽﾄ・大量生産の早期実現に向け産官学協力の加速必要

2014年

202x年

2020年

15

学

官

産

202a年

・性能予測技術
・可視化技術

・状態解明
・評価法確立

効率化、脱CO2
・状態解明技術
・性能予測技術
・低ｺｽﾄ設備
・量産実証,支援
・規制緩和(保管等)

高効率濃厚ｽﾗﾘｰ 高速膜

・水素ｲﾝﾌﾗ拡充
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WET触媒などCO2低減が必要

Ⅲ.水素社会拡大に向けた期待 ②合理化

ﾎﾟｲﾝﾄ 電解触媒 MEA/ｽﾀｯｸ

従来
Dryで
機能担保

将来
提案

Wetで
工程省略

乾燥レｽ
・CO2低減
・低ｺｽﾄ化

課題
・数量保証
・経時変化抑制

16
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Ⅲ.水素社会拡大に向けた期待 ③資源活用

バイオマス材料の積極採用・グリーン調達や
資源有効活用に向けたｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝの構築必要

ﾘｻｲｸﾙ

材料ﾒｰｶｰ様
触媒ﾒｰｶｰ

FCｽﾀｯｸ/ｾﾙ
ﾒｰｶｰ様

お客様

ﾘﾃﾞｭｰｽ

ﾆｰｽﾞ
使われ方

ﾘﾕｰｽ

ﾊﾞｲｵﾏｽ

鉱石

ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ
ｸﾞﾘｰﾝ調達

ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ
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Ⅳ.まとめ

• 高性能燃料電池触媒を開発・量産し、
水素社会実現に貢献

• 安全・品質・生産性を確保した
電極触媒生産技術を確立

• 水素社会拡大にむけて、産官学連携を強化し、
大量供給・合理化・資源活用の技術革新を進める

18
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「燃料電池用電極触媒」の紹介映像
YouTube 「キャタラー*超モノづくり部品大賞」
https://www.youtube.com/watch?v=kh-Yu6FBhSU


